
赤岡町

香我美町野市町

夜須町
吉川町

香我美第２分団
（45人）

佐古分団
（14人）

野市分団
（26人）

吉川消防団
（25人）

赤岡消防団
（33人）

夜須消防団
（46人）

香我美消防団
（92人）

野市消防団
（77人）

消防本部
（44人）

富家分団
（18人）

香宗分団
（19人）

夜須第２分団
（16人）

夜須第１分団
（30人）

香我美第１分団
（47人）

消防団入団に関する
問い合わせ

香南市消防本部消防団係　
55-4141

各地区の地元消防団へ
または

まちの消防特集

半田静代さん（夜須町）・喜井道子さん（吉川町）入野幸江さん（野市町）

濱田満納さん（赤岡町）・松山政子さん（香我美町）

半田静代さん（夜須町）・喜井道子さん（吉川町）入野幸江さん（野市町）

濱田満納さん（赤岡町）・松山政子さん（香我美町）

香
南
市
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

防
火

家
庭
か
ら
火
を
出
さ
ん
！

平成19年秋季全国火災予防運動

「火は見てる　あなたが離れる　その時を」
11月９日（金）～11月15日（木）

■女性防火クラブについての問い合わせ

　 　　香南市消防本部予防係　　55-4141

●11月９日：秋季全国火災予防

　運動パレード

●悪質な消火器の訪問販売へ

　注意呼びかけ

●住宅用火災警報器設置

　義務化に向けた設置の

　推進

今後の女性防火クラブの活動

▲住宅用火災警報器

▲イベントで消火器の展示・販売など

▲出初め式での行進

　　
香
南
市
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
は
家
庭

か
ら
の
火
災
発
生
を
防
止
す
る
た
め

火
災
予
防
の
知
識
を
習
得
す
る
と
と

も
に
、地
域
に
お
け
る
連
帯
感
を
強
め
、

防
火
意
識
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
平
成
19
年
４
月
１
日
に
結
成
さ

れ
ま
し
た
。　

　
香
南
消
防
組
合
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

連
合
会
を
前
身
に
、
家
庭
の
あ
る
女
性

１
，
７
０
８
人
が
所
属
し
、
松
山
政
子

さ
ん
を
会
長
に
、
地
域
に
密
着
し
た
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
出
初
め
式
や
全
国
防
火
週
間
イ
ベ

ン
ト
、
救
急
法
講
習
会
な
ど
へ
の
参
加

を
通
じ
て
地
域
と
連
携
を
密
に
し
、
防

火
・
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
火
災
予
防

知
識
や
技
術
の
習
得
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
高
知
県
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
連

絡
協
議
会
会
長
で
も
あ
る
松
山
さ
ん

は
７
月
２
日
に
、
防
火
活
動
に
長
年
貢

献
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
安
全
功
労

者
消
防
庁
長
官
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
吉
川
町
で
は
「
愛
の
一
声
運
動
」
と

し
て
町
内
の
独
居
高
齢
者
を
訪
問
し「
火

の
用
心
」
を
呼
び
か
け
、
喜
ば
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
赤
岡
町
で
は
11
月
に
な

る
と
、
町
内
を
夜
、
巡
回
し
な
が
ら
各

家
庭
に
「
火
の
用
心
」
を
お
願
い
す
る

な
ど
、各
地
域
で
実
情
に
応
じ
た
ア
ピ
ー

ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
佐
古
地
区
で
は
部
員
た
ち
が
ア
イ

デ
ア
を
出
し
合
い
10
月
20
日
、
地
域
住

民
を
対
象
に
「
佐
古
消
火
訓
練
・
防
災

ミ
ニ
ま
つ
り
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
佐
古
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会

場
に
、
佐
古
分
団
の
団
員
に
も
協
力
し

て
も
ら
い
、
ち
び
っ
子
消
防
士
体
験
や

非
常
食
の
試
食
、
て
ん
ぷ
ら
油
火
災
の

消
火
訓
練
な
ど
に
約
100
人
が
参
加
。「
台

所
に
は
小
さ
い
消
火
器
が
あ
っ
た
ら

い
い
ね
え
」
と
参
加
者
は
展
示
さ
れ
た

消
火
器
を
手
に
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
、「
家

庭
か
ら
火
事
を
出
し
ま
せ
ん
」
を
合
言

葉
に
地
域
の
防
災
意
識
を
高
め
る
た

め
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
！

■

課
題
と
現
状

■

あ
る
べ
き
姿

■

求
め
ら
れ
る
力

各地区防火クラブ代表各地区防火クラブ代表

はじめて
消火に参加しました！

香我美消防　第２分団員　
近藤 大樹さん(23歳）

　平成16年４月に入団しました。

入ったきっかけは先輩たちの放

水訓練を見てカッコイイと思っ

たからです。初めて消火に参加し

たときは何をしていいか分から

ず戸惑いました。言われるままに

機械で水圧を上げようとしても、

訓練通りにいかず、現場で生かせ

る対応が必要だということを学

びました。出動を経験して「火を

消さんといかん！水をださんと

いかん！」という思いが強くなり

ました。

　入団して良かったのは、地域の

人の顔を知ることができたこと

です。入団を迷っている人には仲

間を作る楽しさ、大切さを感じて

もらうために「とりあえず入って

一緒に地域に貢献しよう」と言い

たいです。経験を積んで一人前に

機械が使えるよう、これからも頑

張ります。

　
防
火
ク
ラ
ブ
と
は

　
活
躍
す
る
女
性
た
ち

地
域
に
消
防
力
を
！

香南市内消防団員数香南市内消防団管轄区域と団員数

　

 

市
町
村
の
消
防
署
が
広
域
化
を
検

討
さ
れ
て
い
る
中
、
ま
ち
の
消
防
団

は
結
束
を
固
め
、
自
ら
の
地
域
は
自

ら
の
手
で
守
る
体
制
を
つ
く
る
こ
と

が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
各
地
域
の
実
態
に
あ
っ
た
組

織
と
し
て
機
能
す
る
た
め
に
、
地
域

に
密
着
し
た
団
員
を
確
保
し
、
必
要

な
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
団
員
数
は
年
々

減
少
し
、
高
齢
化
に
伴
う
退
団
者
が

増
加
す
る
一
方
、
20
歳
代
前
後
の
若

者
が
減
少
し
、
さ
ら
に
は
都
市
部
へ

の
流
出
や
市
外
へ
の
勤
務
者
が
増
加

す
る
な
ど
、
団
員
の
確
保
が
難
し
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
団
員
が
勤
務
す
る
事
業
所

の
理
解
不
足
も
原
因
の
一
つ
で
す
。

市
内
で
は
香
南
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
や

土
佐
香
美
農
業
協
同
組
合
な
ど
の
支

援
を
得
て
い
ま
す
が
、
市
全
体
で
積
極

的
に
支
援
体
制
を
広
げ
整
え
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　　
消
防
団
の
役
割
は
拡
大
し
て
お
り
、

特
に
次
期
南
海
地
震
が
発
生
し
消
火

や
救
助
が
同
時
多
発
す
れ
ば
消
防
署

44
人
の
職
員
だ
け
で
対
応
す
る
こ
と

は
到
底
難
し
く
、
地
域
に
密
着
し
た

消
防
団
の
活
躍
が
不
可
欠
で
す
。

　
ま
た
、
災
害
に
関
す
る
知
識
を
有

す
る
団
員
は
、地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
自
主
防
災
組
織
の
育
成
な
ど

に
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　　
消
防
魂
と
は
「
自
分
た
ち
の
ま
ち

は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
強
い

意
識
で
す
。

　
地
域
に
根
ざ
す
消
防
団
は
今
、
現

代
社
会
の
特
徴
と
も
い
う
べ
き
少

子
高
齢
化
や
多
様
化
す
る
災
害
と
い
っ

た
新
た
な
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
が
地
域
の
幅
広
い
世
代
と

職
種
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
と
共
に
、
地
域
に
も
さ
ま
ざ

ま
な
役
割
を
果
た
す
力
が
必
要
で
す
。

団
員
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
今
求

め
ら
れ
る
の
は
地
域
の
力
。

　
あ
な
た
に
も
で
き
る
協
力
の
形

が
あ
る
は
ず
で
す
。

　
一
人
ひ
と
り
に
芽
生
え
た
防
災

意
識
が
家
庭
か
ら
地
域
へ
、
そ
し
て

香
南
市
へ
！

　

人
が
つ
な
が
る
強
さ

　
　
地
域
が
ま
と
ま
る
力

　　広報こうなん 2007.11(７) 広報こうなん 2007.11 (６)


